
港湾利用ゾーニング案【長期】 空間利用計画（案） 長期的な機能の配置

長期構想の策定について 基本目標・方向性・プロジェクト

石狩湾新港長期構想（H26.12） 概要版～食とエネルギーで世界と結ぶ石狩湾新港～

【将来ビジョン・長期構想・港湾計画】 【キャッチフレーズ】

「食とエネルギーで世界と結ぶ石狩湾新港」

石狩湾新港地域には、冷凍冷蔵倉庫群や食品関連企

業等が多く立地し、食料品の集積地として発展してお

り、本港を拠点として、北海道の食を国内はもとより世

界に届けたい。

また、LNG、LPG、石油製品（灯油、ガソリン等）や、さら

に新港地域内で動き出した火力発電所、今後導入が

見込まれる風力等の再生可能エネルギーを、本港及

び新港地域を拠点として、道内に安定的に届けたい。

このような想いをキャッチフレーズに込めました。
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「石狩湾新港将来ビジョン」
石狩湾新港の基本理念と基本目標

「石狩湾新港長期構想」

20～30年後におけるゾーニング、
整備構想、施策の方向性

「石狩湾新港港湾計画」

今後10～15年間の施設整備
や施設利用・振興施策


